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(こ の 講 演f3三 年 蘭 京 郭 學 藝 曾 に於 て行 つ た もの で あ るが 其 の 後 の

.思想o.)蓮 歩 盈 加 畩 して#1Aft7iGを 有 つ た る も の で あ る為

近 時 の 科 學 の遜 歩 の鳶 異 と見 るぺ き.ものlt;Lが 見 て も相 野 仕 廈 理 發

見 と量 .子:論の 童 逹 の 二 つ を恥f.る だ ろ うと怨 』℃ 扣 封 性 原 理`1 .共 の 基 鹿

が 趣 め て 蕨 籍 な る論 理 の 基 に 礎 き あ げ らaし た妓 郭 で あ る の に 反 して 量 子

設 は 縺 め て 不 明 な 乙假 読 の 茶 に立 つ て ゐ.る。 勿 鈴 現 時 に 於 て(,fir,.の 基 礎

を確 實 に ナ ベ く新 しい 量 子 力 學 が 建 設 せ ら払 つLあ る がaの 問 題 は 溺 と

しで 賦 子 設 の 慮 用 そ の 實 醗 的証 明 尊 科 學 の 遘 歩 に あ た.へ た 効 綬 は 粗 對 性

原 理 の それ に 比 して 任 と.も決 して 劣 る もの で は な い。 債 て 之 の 量 子 論 の

著 しい 遨 歩 は 貧 に原 子 論 と典 に 手 を携 へ て 遘 歩 したaの で あ つ て原 子 論

の 遶 歩 と量 子 論 の 蓮 歩 とは 相 離 ナ 事 の 出楽 ぬ.も の で あ る。19盻 年 今 で{i

古 典,と なっ て ゐ るか の 有 名 なHob:の 水 紊原 子 の換 型 の 論 丈 の彊 表 か ら冏

も な く厭 弼 大 職 亂 に た つ て 學 術 の 逾 歩 は多 大 ρ 防 害 を せ ら!tF_に 係 らず

Ik,hrの 原 子 論 は 段 々 と逕 歩 して 貴 子 薗 の.畿逡 ・と共 に 絢 爛uを 奪 ふ ば か り

の嚢 逮 を遑 げ た。 今 日は そ の 原 子 模 型 を詑 明 す る亭 は 目的 で は な い。 之

朗 よ烈 門 の 方hの 飜 演 も あ つ た峯.と 思 ふ.が 私ft.化 墨 者 の 労 へ て ゐ る化.學

原 子 債 と今Fl遒 歩 せ る原 子 模 型 との 岡 に何 の 逶 雲 で 結 び 付 け得 ら オしるか

、と云 ふ 事 を見 て 見:度 い と思 ふ。

化 學 者 の 原 子 價 の 考 へ も幾 多 の 塑 蓬 を徑 て 今 目 の 舩 襲 に建 した の で あ

る。 融 オしも知 る如 く古 へ は 景 に哲 學 的 ρ思 想 で あ つ た 原 子 の考 へ を化 學
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的 賓 驗.的 の 立 楊.を 得 る様 に し た のt3Joho亅)alton(iscc一]549)あ 鳳 子 読 か ら'

で あ る。 こ のIhltanあ 思 想 を受 け入 栖 て 化 學 親 和 力 の 基 を電 氣 的 詮 珊 し

た の.は瑞 典 の 化.學 蔚Hexzaliux(1759-1S49)で あ る。73enslinaの 考 へ は 今 口 の 原

子 債 誰 と比 鮫 して 大 に 興 畩 を悠 す る の で 今nの 原 子 償 鋤 に 入 る前 に 共 の

設 の一 矯 を邇 べ 糠 と思r5・o

Ikcteliueは 化 醗 親 和 力 のX13電 氣 的 の 性.質.の も の で あ る と考 へ た。 即 ち

几 て の化 學 的 現 象 は 原 子 のPolacitf即 ち 正 又 は 負 に 電 氣 的 の 性 質 の 分 榛

してft.るmに よ.る.a考 へ た の で あ るe卮 氣 の 本 性 は.何 ん で あ つ た に して

も一 つ め 原 子.オ晝負 の 趣 性 をイ∫し他 り屎 子 が正 の趣 仕 を有 して 贋 る時 の 爾

者 が 化 合L化 合 物 を作 る ので あ る6此 の 際 熱 も 猷 で 楯 合 に 依 つ て は光 も

山 乙。 か く して 嵐來 た 化 合 駒 に ほ必 し も荷 ほ完 全 に 電 氣 的 に 中性 に な ら

ず 侮 ほ趣 性 を 有 して ゐ る も の が.あ る。 例 へ ば 酸 化 加 里 の 鴎 趣 性.確 嘩 の陰

趣 性.の如 きで あ る。 さ.{L{3此 の 爾者 は 再..び化 合 して 硫 破 加 坦 な るrl1性 の

もの を作 る。 か く して 串 來 た 化 合 鞠 に は 外 か ら電 氣 を興 へ る2$t.よ つ て

itび.兮 解 が1塾 来 る・ 鹽 獺 の 瀋 液 の 電 解 は.こ の 理 山 に よ る と述 べ た。 旨・く

て13eaeliuaは 各 原 素 を ぽ 電 氣 的 に 分 顎 して 酸 肇 を最 も陰 性 な る もの ヵ リ

ウ ム を最 陽 性 な る も の と し た。 .此の 詭(Dロ 皿戚ioThmryJを 以0て 几 て の 化

昂 的 現 象 を 晩 明 し樺 と しr_,こ の 時 代 に はzk紊 麗 素 尊 の原 子 は 考 へ ゐ た

がn,v,と 云 ふ 原 子 よ りな る,?7の 存 在 に 就 て の 知 畿 が無 か つ た か ら同

一 の 原 子 か らい.か に して 分 子 が 田來 る か と7;3.1:ermli」1ピ め詮 に討 す る一

大 障 害13jgめ ら れ な か つ た。 其 れ で の詑.は 需 時 大 にイ∫力 で あつ た が 有 機

化 學 の:發 逑 でBenuliveのzeが 全 く破 れ て し ま つ たg.

KeLu驚(1s29」IS96)fl.ら 有 唖 化 母 の 大 發 逮 が始 つ た。 そfLは よ く知 られ で

ゐaポ 如 く構 造.化 箪 の 鼓 邂 で あ る。 即 ち

1
-C一 一 〇一--一

1

の 如 く多 爪 子 が 手 を 出.し て;1き 合 つ て ゐ る と云 ふ.考 へ で 此 の 思 想 か ら有

一(566}一
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.機 化.恥 唆 建 して 憮 敗 の 有 機 化 創 勿の分 析 舎 戊 ふ虞 就 せ.ら れ た.Tρapt.

(1875)脇 ゴOHoff(19iu)は こ れ.に 加 ふ る に右 農 化.合 物 の 構 逅 を立 媛 的 に考 へ

る 弍 き亭 を主 輩 して 其 露 に 立 體 化 學 が 出雍 」二つ て構 逡 化 學 の上 に 一 段 の

逾 歩 を 來 ら しめ た。 之 の イf機 化$4の 遡.歩 は 賛 に科 學 範 逹 の 歴 史 の 上 に於

て 最 も光 糧 あ る もの の 一 つ で あ る● 然 .レ此 の構 蓬 化 扇 全 蜷 の 時 代 に は

t2erzeliusの 理 論 は 顧 み られ ぬ 様 に なつ た。然 しな が ら この 構 逾 脱 又 .13Bond

tLeorp(倶 標 距)は 無 機 化 合 物 に 用 ゐ る無 意 義 にi;る 事 が多 い。II-H.0呂0

0

、 云 ふ 形 にS唱 艪 い て 見 る と ・【_・ 一 愚_・_H、 な つ て 。 の 三 伽 、1は

O

材 ツ に な る・ 四ρ の0の`1男gi1構 透 の 異 つ た も の と な る・ 然 ・し こ れ

は 確 箕 に 睡 劈」瑛 出 來 ぬ,徇 ほ こ の 構 逝 式 を 着 い と し た.庫 で

ireo+so,=so;H,

.と 葵貢似 試:の2HCI+PLCK4冒 正hPtOla

に は 如 何 な る 構 態 式 を 興 へ る か。 叉 「.

NH3+UC』NI1己Cl

H1[

。 對.。 て ・・一N-IC-II-N-R

、lc匸

と か け1堺 邸 ρ 四 個 のIIは 駒 二對 し斡 く同.襟 の 開 係 でliくis4x

驗 上 の 羽 混 粗 反 す る事 と な る・此 の 無機 錆 化 合 物 の 構 造 に 尉 レてW・ ・CB[

(16鋤 は 新 しい 配 位 髭 を稱 邸 して 構 迭 化 學 上 又 一 段 と新 しい 逖 歩 を來 ら し

た。 準 のWeme・ の 既 は 近 頃 の7awie{ｧの 説.に 含 め られ るの で い に 【ま解 詮

を 除 く。

偖 て 有 機 化 合 物 に も 電 氣 的 分 猛ar牽 用 ゐ ん と す る 試 み も せ らa,し た。{

彳し.ほ.有 機 物 の 不iik(tf9:(Kon-rom*Jは 分 子 ド内 に 分.趣 がr甜 さ れ て ゐ る と 考

へ たo

岡 で 示 した な.ら ぱ

一 ㈱7)一
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' ,x+

+1+
Il→C←H

↑+
lI

露 が 次 の樣.0合 は

恥

,曷而蔽
T+
u

と言己..き!3は.な ら ず』

假 を持 つ と去 ふ 亭 は 不 都 合 で あ.る。

GL

_T
-CIA -C一>CI

↓一
⊂♪1

H+

+↓ 一A→G
←ci

蕋・

G原 子 が三 個 の 陰 原 子 債 をイ∫し伺 時 に一 個 の 陽 原 子

然 し物 理 亭 の 方 衝 で 電 子 の碍究 が 段 々逾 歩 し て 冗 斯 の イ オ ン又 電 解 質

.のイ オ ン の性 質 か ら考^て 箆 子 と原 子 と の粘 合 の揚 合 即 ち 原 子 價 は 電 子

に よつ て 藉 合 せ ら払 る も の と見 られ 其 露1.こ原 子 價 電 子(Vnlｮoyulectmn)の 存

在 を否.む:rca.出 雍 な くな つ て 來 て 此 慮 に 一 度 葬 られ た]JOtaBltl1YのDm】istia

th町 が 再 び形 を 變 へ て 琉 はriて 家 た の で あ るo繭 して 近.時 原子 債 溝 り

組 み 立 て ら れ る.探.匿 な つ た。

壓 史 的 に 見 れ ばStark〔191(り の 屠 子 償 詮 を詑 ホ 流 ば.な:,ね の で あ る ∬ こ

れ を 除 い て 直 に1916.年 米 の(1.v.Lewes、 獨 のKo駘e1が 大 磯r兩 人 各 獨 立

に 褒 表 した原 子 債 設 か ら遽 べ 様 と思 ふ0恥 冨k及 びKo陵 虱 の記 は 一 言 に云

へ ば パ 個 電 子 の 法 則 と云 ひ得 探 ふ。(恥whは 近.時1こ 至 つ て八 偶 電 子 の法 期

Lisふ よ り二 側 電 子 法 期 の 方 が侮 ほ 深 い窓 義 が あ.る と遒 べ て 居aが 之 は

後 に 邇 べ る處 で 直 ら叨 か に な ㍍)こLに 工畠W』一Ko召向 の 跪 の大 饐 を述 ぺ探

Sb

悩 ㍑ の 水 素 の 原 子 模 型 で は 原 子 枝 に 一 個 の鴎 電 荷 を布Lて ゐ る と労 へ

」

て ゐ る。 水.素 以 上 原 子 量 表 に よ.つて

Hel置 正bBC.¥TOF
'②(鋤 ㈹ ㈹(6)(η 働(9,

F原.子 核 の 電 荷 を増 煎 して ゐ る。 そ の數 を塩 子 番 薪:z云 ふO

一(56S)一
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筅.一 圖

第 一 圖 に 於 て 此 の 原 子 唇 號 を桟 軸 に と り原 子 穣 の 園 に 廻 る冠 子 の 量 を

搬 軸 に取 わ ば 勿 諭 剛 つ の直 隷 に て 示 さ才レる。raて 唇 元 紊 の 原 子 の 電 子 の

潸失 又 ぱ補 獲 し得 る梯 大 致 を指 示 す る 哮 ぱ 大 価 不 活 性 瓦air73e,va,Ar,庶

瓦Nt(珮Em)の 電 子 の 數 に な る。 即 ち 不 活 性 瓦斯 の外 闘 の電 子 の 數 は 入

稠 で あ つ て 他 の元 葉 の 原子 も此 の 入 個 り電 子 覆 を二有 す る時 安 定 とな る も

あ と考 へ られ る。.之 が 即 ち.入 個 電 子 の.法則 で あ る。`}・N.TA!!gl>は 巳 に1902

年 か ら此 の 考 を#Sつ て ゐ たo而 して 始 め て1916年 に 發 表 した の で あ るか

1譫wisは 此 の 電 子 の配 列 を六 証 僅 の 各 鐵 に あ る もの とLた 。

一(sc:q一

一



1
ー

」

物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)

`

(1GO) 附 鉄.

第 二 園

19111rrセ .v▼ ■vrr
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しi日eBC～oF

Imn6mruirは ζ のIRWL9の 募 を婆 展 せ し め てOakekTheoryを 作 りあ げ て六 画

鑁 め 角 に 竃.子 の.醗 列 が姪 定 の も の と の ぺ た が 然 し脚 艱 的 何 故 に こa:=r一

の 俳 動 か 安 定 か 陸毳 明w來 ぬ。其.の 後lewieは 電 子 の排 列 が搭 し もasec

の 角 に あ る を必 嬰 とは主 張 して ゐ ぬ。 例 へ ば 正 四 面 彊 の頂 點 に あつ て も

よい。 然 し厘 子 價 電 子 は 常 に 二 個 封 に 存 寉 して ゐ る事 ポ 必.要.で あ る と逋

べ た.・ 桐 に 解 子 のixRgtzふ ぺ き で 鰍 に 。iべ る6
1

,第.三 膕,
1

●

■

緊

■■

倍.て 此 の 如 くλ 個 り 電 子 歳 が 安 定 で あ るt見 る時 は 原 子 償 葱全 く電 氣

的 に 毘 明 が 出來 る。

H

i

H-N-H詔

t+

H餌

早

《
"
臣

コリ

:Cし?一H

蟲 ・・
ぴ 一 昏o

一(u70)一



・ 物 理 化 学 の 進 歩Vol 、1No.4(1927)

附 錢(15り

Tffi41:ま 電 子 を 示 ナ。 → ◎ は 他 のm子 よ り摘 へ た るfa㊥ θ 筝 は 電 子

の.4入 に て 生 し た 旅 子 の 電 荷 。.

上 遽 ρ 園 示,でNiia(9が 二N犠 弋α 一のf才 ン に 騨 離 ナ る 事 が 叨 か に 設 明 せ ら

… 一 廊 ・癇 ・・幽 一 嘗・
.一 … …

・し・・一輔 中 ・歪 ・一・・・… 岬 嶼 櫨 …

て はN職C!t同 様 と思 へttか つ た もの が全 く同fir.融91が っ く。

AuCIコ+HCI・ 」Auqる 旺

}一

一'tt
.t一 十..(紬 一.一 ㌢ 一 十 ・

曜

P齟

今 陰 性 元J)水 素 に 封 す る 化合 物 を比 較 して 見 る
。

十 十'
'

千 型

tilh

田5

A昌H3

Sb矼3

㊦OO
型

㎎

皿

隅

皿

Flt

c,u

l'じE

TFl

伽
型

陰霊 荷 の原子 碗 荷 の多 ・・程水 索原 子 の紬合 加 咽 賜 上表 の右 励

.は水 素 イわ 轍 ちや ナ く強 い酸 でb9左 の方 は 磁 で ある。 夊 上灘

上 よll.下 に 逖 む 程 原 子 審 積 が 大 に な っ て 水 素 原 子 の 結 合 力 が 減 し て 酸 性

度 が 強 く な 己。 一 例 を 華 く れ ば

K

O麗 冊10冒 【4

S臥.10-7

一(u71
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.酸 と し て 解 離 恒 数 は 漸 拶 肋 す る.即 ち 酸 性 度 が 弼 く な.る 。N現 の 勲

ρ は 水 素 に 攣.し て.$iuカ8.39く 水 潟 液 て 知 っ てHgOの 水 棄 を 坂 つ てOH一

なる イ.才ン を生せ.しめ るので あるo

NH3恥OVII ,+0且 一

.峯.++__+.+・+09

十

水 酸 化 物 及 び 酸 素 酸 の 開 係 も厚 予 の電 荷 よ り見 る時 は 明 が に な る。

:gin(out

一 一+

Mg(one Ouogh

、_「

十 一 一 や 十 一r十

P(、趾

誓

十

十

・(a,uric

十

十,

十

、 →'

CL(㌔
しOロ)

Si(OI3p

「
=㎡
十 厂

十 十

+
†

ヨ吋OH)00Hは 分 離 しゃ す く水 素 の イ オ ン を 山 さ な い。 然L中 心 原 子o

鮪.・ 馳 蹤 ・て ・1・1付 ・・分離 ナ ・M・ ・難 ・.・eS(,劔q命 ・

勾 き は 却 .つ てHイ オ ン 分 離 し や ナ く 掻 酸 と な る の で あ る。

上 邇 の 新 し い 形 の 恥ILIistloTh巴oワ.は 八 倒 電 子 法 側 に 皆 從 つ て ゐ る。C;2陰
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ピ示 ナ 事 が 出來 る。 沃 度 の 分予 は
」

ゆコ コ　 コロ ロロ

=L:1:胃=亅 ・+●1;原 子 に.鯀 離
■o聊,■ ○ ■,

●o..・ ・ 〔÷)9.(一 〕

=1;1.=量=1十=亅=イ オ.ン に 解 陰
o璽o● ・・99

又 上.述の酸 素醸 は

陣 〕1博〕謳li§丁陣 ヂ
⑦ 檬 に か け る。 即 ち'tE-SSのBmL1を 祉 子 の一 對 で 置 きか へOは よ いP原 子

と厚 子 との 結 合 力 が 何時 も電 子 の 一 對 で行1ま れ る と云 ふ の がlewisの 二

個 電 子 ρ法 厠 で あ る。 偖 て 此 の 如 く化學 上 よ"見 た る 原 子 價 の労 へ が 近

聴 褒 蓮 して來 た 物 理 學 上 よ りの.原 子 構 逵 とそ の標 に 根 闘.聯 す る で あ ろ ふ

か。

Bohrは か れ の 水.素 原 子 換 型 よ 塑出發 して 童 子 數 か1,2.3,4・ ・…一一・・な る擾 合

の 電 子 の迷 励 を考 慮 し且 つ 各 元 素 塚 子 よ りのX糘 の スパ ク トラ ム の結.果

を 加 ひ て 各 元 紫 の 原 子.に 於 け る電 子 の刪 朔 を 宗 した。 聾 の 後Ste=erの 攻.

正 が あ .り.Moleuoan共 の 他 の 人 々が 現.在 奥 へ て ゐ る原 子 内盆 子 の配 列 は

次 衷 に 示 す 如 くで あ る。

■

1且 i

4He 9
,

31.正 2 1

313e ., 2
P

5}; 2 si
.

r,c 2 22 ・

.:x 2 n3

一 ぐ873)一

■■■』L._______一_..



ー

;

ー

!

」
.-

ー

!

ー

i

.

i

物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)

(164), 附
.

slL D[ N Oi
l.

・一 ・、亀 sa,;:, 4亀4 .4` 5潮5 .へ55

YIZ

G,GS,G,S;u,;(7,7y一一

1
匹

』

O

F

掬

恥

取

湖

翫

P

S

U

A

K

"

翫

慣

V

α

8

.9

.
10

.
11

12

13

14

15

16

17

13

..19

20

飢

.鋤

器

・
..製

鹽

.

%.M題

?b'rY

27Ca

1

り
'

2

2

の
冨

り
一

9
一

砂
一

り
一

ゆ
一

〇
」

"
.齟

の
凵

0
.一

〇
凵

O
凵

ゆ
凵

曙
'

2ヒ

ゆ
6

2.

1

●

隔

1

4

5

6

6

6

6

6

6

6

6

.

6

6

.

6

6

6

6

6

0
凵

り
凵

O
凵

ゆ
凵

〇
一

〇
凵

ゆ
凵

O
凵

り
凵

〇
一

〇
凵

〇
一

り
凵

0
凵

〇
一

2

0
"

C

6

as

1

〕1

〕

〕

1

雨
凵

り

助

〕1

⊃O」

,

1

り
一

唖
凵

9

り
凵

1

〕り
凵

2

2

〔

〔

2

0
凵

り
留

〔

〔

ゆ
凵〔

り
'
〔

ゆ
8

り
岬
〔

■
岬〔

澱

1

0
凵

0
.0

4

F
ゆ

6

6

6

16

0
凵
6

詔6

.
り6

〕4〔

〕3

5

〔

G

〔

〕3

ρ0

〔

6

の〔

〕{

一'

〔

6

〕6(

〕

丶」

丶
丿

σ

10

四

〔

1

ゆ
凵

.殖
一

9

d

り
一

り
凵

け
凵

曙
噌

●
.一

ゆ
一

ゆ
づ

ゆ
d

2

2

"
凵

ゆ
凵

貞
り

,(57.1

1

ー
■

,

・

.



Vol.1No.4(1927)物理化学の進歩

層
.と

(IG3).蹄..附

.6i

ー

層
}

鬮

.

ー

!
.II
I
...1
ー

.
,

t

し

.1

.

「

コ

・

一
I
l

,

.

.

.

「

「ー

,

.

■

1

0
一

"
一

〇
一

1

1

Cｰ)

rzn

r.22⊃

〕"り
・

ゆ
凵

-

〔

1

、
'

〕

-

〇
一

〕2

2

2

〔

〔

〔

兮

の

@

O

エ

〕

丶
丿

-

り
禪

2

2

幺

-

〔

〔

■

2

.の

2

2

2

〔

■3

4

■
5

.

り
凵

叩
.一

〇
臼

-

"
"

4

5

h6

6

6

.6

6

.6

6

2

2

り
副

り
d

2

牙

2

.

〔4〕

〔:5.

.

廴2〕

C1]

一'G6

z7

の

(L.〕

(4)

〔2〕

〔1〕

zsc

〕

8

剛'〔

62

〔/J)
.

2610

〔9)

2G70

2G]U

n6】O

e6工0

2燭;10

0

0

0
.

0

1

」

1

1

6

6

6

6

0
凵

0
凵

〇
一

〇
一

0

0

0

0

1

1

1

1

6

6

ρ0

6

n
.陶

ゆ
一

〇
一

〇
凵

icis

1610

26ド6ユo

一(J!J)..一

`,
凵 8

ae

「

6

6

6

6

6

G

6

6

6

6

6

G

O

O
凵

〇
一

〇
d

9
咽

0
凵

り
輜

0
凵

0
一

〇
ω

0
幽

〇
一

〇
一

呻
一

216

り凵 fi

.

.

0
御

0
凵

卩

2

り
一

〇
凵

〇
一

り
凵

2

0
一

〇
一

"
一

2

り
一

〇
μ

0
副

.L

0
凵

9
「

り
d

Ψ

7

28Ni

Cu凶

ご瓣 Z

縣si
6■o

●,凵 re

蝕

餽

3

4

3

".聯

".5 lic

hr
^
.fi

轟7

認

39

40

41

fib

fir

Y

'/
.r

w

Mu心

.0

し

47

49

¥'n

l1ヒ峰

..

鹽

m.娼

.

P

.

ー

'
...



r

層

1

.

.

F

「

σ6G〕
.附

物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)

'錐

r

4GPb

㎏

c直

h

翫

紬

%

J

x

"

撹

b

偽

h

轟

H

跏

珈

侃

恥

鎚

恥

R

知

薪

弼

49

册

51

肥

繍

飜

瓢

茄

57

58

59

60

61

62

佛

64

05

6弓

67

册

69

Is6126]0

0
.一

り
"

〇
一

り
一

り
4

2

2

0d

2

0
凵

り
'

0
冨

〇
一

0
凵

〇
一

〇
一

9
一

2

0
.一

〇
"

2

2

2

1,1

の0

6

6

6

6

ρじ

而0

ρ0

ρ0

6

6

6

6

6

6

6

6

6

轟
0

轟0

ρD

ん0

6

0
一

〇
」

2

り
一

2

2

2

0
."

ゆ
凵

0
凵

ゆ
凵

O
囎

〇
一

り
d

62
凵

0
虚

0
凵

り
凵

"
"

2

0
一

吻
凵

0
闘

2610

.2C]0

.26】O

n6】0

3G10

2c10

2670

scin

B]O

nc10

2r,】0

9G]0

'2G10

G10

B]O

nc10

c:0

2610

2610

(9〕

CSJ

〔6〕

2610

26亅0

2G70

3fi70

c;o

cin

3610

G]0

2c10

1i10

ｰGIG

2u]U1

26101

n5io..翕

2c103

GIV5

610C

:coo:

n610 .2610S

3610i3G10J

26]OI'G]010

267Q12G1011

ゴc102U1012

.
-

ー

-

1

ー

工

1

1

1

1

1

1

1

〕2

1

2

3

4

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

岱

6

6

6

6

6

6

〕

〕

0

卩

σ

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

Φ
咽

り
d

ゆ
凵

り
凵

2

Φ
凵

O
d

O
凵

9
一

り
一

り
飼

〇
一

崢
一

〇
d

,

(57G)一



岬
'

一

'
.

物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)

附 鑓 (icy　

一
iOTL

71h

i3HF

TiTs

7垂w

lilL

i.2取 ろ

い ・

い β燕

N

%JRO

760e

'/7J
:

78P匚

7:1Au

'

1十〇Ag

8177

丼21】b

&9Ui

級Po

tisEknI

98Nc

s7ELa('e

uR畠

89ムo

2

2

ゆ
"

ゆ
."

2

2

り
凵

2

O
d

2

0
凵

O
凵

O
幽

り
一

〇
一

〇
一

〇
μ

2

り
d

2

6

乃0

6

6

6

2

2

2

2

2

6

蹟0

2

0
8

c

c

a

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

i4・ 亀 ㌔4'

.,610

3GIG

2GIn

31iIO

2G10

26】0

2G]0

sio

zsio

sais

2s

2.6

n6

SG

zu

za

2G

zc

za

28

0

.
0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

.1

工

1

1

1

1

1

】

1

21i1013

2fi1014

363014

361014

261014

eOユ0峰

曾filo艮

3ii1014

9f]014

3G1014

3G1014

ncユOis

2G1014

67019

61019

6G1014

e6亅 .014

3G101d

O61014

sciois

。ξ嗣,1、轟 詞 景 ・

φ77}

り
凵

O
凵

2

2

の
凵

ゆ
6

り
一

2

.

0
凵

り
d

り
d

O
凵

2

舜
一

〇
4

0
凵

ゆ
d

り
凵

〇
一

り
貿

1

;

2

3

4

勾

功

5

6

(

〔

6

6

6

6

吟U

6

6

向

④

26

丶
丿

〕

〕

6

5

0

S

〔

〔

-〔

6

働

m

⑧

⑤

m

n

m

跡

m

捻

n

恥

鱒

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

0

ー
1
ー

ー

n

n

.,

2

s

(23)

〔23〕

2

F卩n

(21j

〔22〕

2

si

oら
凵 一

2

2,

1

[2J

〔n1〕

2

2

.,

2

n

.,

.,

.,

n

2

1

2

3

4
凸

5

6

1

b

6
.
6

,

.

F

卩

ノ

.

1

2

2

1

Pー

.

唱



物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.4(1927)

ρ

(1聞) 附 簸
.

■L`

go.恒 ・h

glYa

9211

11R

6LI_y

・.i.,:・ ㍉ 隔

2

2

0
召

2

. 6

6

6

6

2

2

2

ユ

sio

2810

2'630

「2.6io

N

4,4,3j4,

2G1074

2610is

2G1014

sinis

n PQ

i
5・5・馬5・

16・馬 瞶 擬 司;,;_

3610

2610

2r:0

2G10is

sr

.,63

r,;

$li1V

2

2

2

60
凵

眦

こ ・iにK・L・"LN・ …・・…lt電 子 鼓 を 示 す も の でG全a子nt・ は 虫 量.子 数 か

礁 敏 一 一 ・な'る ㌔ の.で あ る。 詬 し て 此 等 の 鼓.は 文 副 蜘 ・ 分 か た 栂 。 一

般の解 甑 醜 主好 艶 示け`詫 職 子数或はアヂ厨 蜘

と云.ぴ こ の 副 量 子 数 は 決 し て主 量 子数 よ り大 に な り得 ぬ ゐ も ので あ る。

最 籾 にiBohrめ 輿 へ た表 に 不 活 性 互 斯 の 八 関 電 子 殻 の 安 耙 と云 ふ 串 を 口

舘 雫 配 列 鉢 て ゐたが今 では各穀 に於 て電子 の最大蜘 圷 の式に て

示 さi・1.る も.の と ば
、ゐ る・

;2〔th _i)

1

鳶は 闘 量.子 琳 きれ は 副 量 子 數1・2・:1・4・1從 ひ 電.子 最 大 数 又 は 安 定 な
.'1 の

る 配 置1はZfi.10,li… … …で あ りL.輒}1,一 各 螢 の 電 子 の 最 大 数 は ♪ぜ2〔1ik-1)で
且

示 さ れlangnlLLIrの 電 子 鼓 の 数 と し て あ げ たlln':に 一 致 す る。 上Nの 電 子 の

殴 列 は 凡.て こ の 考 に 基Vて 畢 け た も の で あ るo

偖 て 著 し 上 遽 の 電 子 配 列 を 認 め る 時 に は 今 迄 り 八 個 電 子 安 定 の 労 へ を

改 め てp.6.IO,i4.… … ・・屑:子 配 列 安 定 と せnitな ら ぬ か ら 原 子 と 原 子 と の 緬

合 の 際 の 電 子 配 列 の 移 勁 に.就 て も 幾 分 今 迄 の 考 を 幾 分 改 め た.ば な ら.ぬ。

こNに 箪 祀皿 の 輿 へ た 考 、 で 分 子 のE.子..配.列,從 つ.て 原 子 偲 の 問 題 を 少.し

考 へ て.見 様 』℃

先 っ 凶』,軌 尊 の.分 子 に 就 て 噸 へ て 見 る。

… 子醐 ・・{1譫 駐 舳 ・・… 子 莇.・ て・… て皴 距

方 の塚 子 の電 子 最2tの3個 が 他 に 移 つ て 亀 のC,個 俵 を完 成 ナ る と見 る。

一(5z8冫 一
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.附 .縫 (tes)

.つ 之1士 分子 内 の 鳳 子 か 封稱e失 ふ 瑠 か ら帶 ス ベ ク トラ ム ぬ理 論 に 合 致 せ な.'

4`か も 知fLぬo然 し も し こ の考g詐.す な ら ば『次 の 探 な形 で 書 け る,

第 四 圃

@{@
附2

孅
as

{◎⑩

Fz

F.共 の 他 の ハ ロ ゲ ンの 分 子 ガ10個 の電 子 環 を狙 す とす ろag】Usaの 電

子 環 は 副 量.子1.鳶=3の..暑 合 な れ ば 其 の 分子 は 可 な り不 安 定 で な くて は な ら1

ぬ か ら此 の點 は 疑 問 が あ …。 然 しNie.盞 の 曝 へ て 面 自 い と思 ふ の は 炭 素 化

cam,

第 五 固

⑭鱗 ㊦

C_TTg

⑤§羈 ⑧

"C
,lla「.

合 物 の如 く僕 素 と炭 素 と の 岡 ¢∫紬 合 に 含個 電 子 環 をsrへ て ゐ る.

第 六 圓

軸
艶
崎
。⑲

て 化 學 厘 子 儂 の 問 題 が 解 せ らわ る糠 で あ るg

樹 ほ 今 後 の 研 究 を俟 たtlぱ な らぬ 事 ボ 多 く化 箪 瓦 子 侃 の 問 題 もな 殴 今 變

逹 の 淦 中 に あ る慮 で あ るo'

{昭 和 二 年t月 記to

一(5謎)〕 一

ペ ン・ビ

ンの 如 きは 巾 央 に6個 稔 子 環 を考 へ て ゐ る。 二 個 礑

子 環 が 原 子 と原 子 と の結 合 に あ っ が る腰 ナ で に海簡

の遠 べ た 二 佃 電.子 の 法 則 で あ つ て 此 の 筝 に ぱ 藻 い意

義 ガ あ る撮 に 思・はiLる 。

何 れ に してaの 電 子 の配 列 は.動'力 學.的'の 模.型

か ら 出 蛮 して ゐ るが 其 の 結 果 を艀 的 電 子 の 配 列 と児

分 子 に 於.け る電 子 の配 列 は
厂

一.


